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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

人文社会科学系科目群 8 (注4) 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1
コミュニケーション基礎Ⅱ 1
コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

コミュニケーションⅢA 1
コミュニケーションⅢB 1
コミュニケーションⅢC 1

ベーシック外国語Ⅰから2科目 1 ○

ベーシック外国語Ⅱから2科目 1 ○

2 情報活用基礎 2 必修 ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

0 1又は2

0 1～3
0 1～3

32
自由選択科目

計
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第三類　英語文化系コース（中等教育科学（英語）プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

教養ゼミ

○ ○

基盤科目

共
通
科
目

領域科目

社会連携科目

初修外国語（注5）

英
語
 

(

注
２

)

外
国
語
科
目

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

コミュニケーショ
ン基礎

コミュニケー
ションⅢ

大学教育入門

4 選択必修

情報科目

健康スポーツ科目

0

4
選択必修

上記4科目から2科目以上

上記3科目から2科目

2
選択必修

注5： ドイツ語，フランス語，スペイン語，ロシア語，中国語，韓国語，アラビア語のうちから1言語選択すること。

・「インテンシブ外国語」，「海外語学演習」の履修により修得した単位を，卒業に必要な領域科目（人文社
会科学系科目群）の単位に代えることができる。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

・「英米文化事情概論Ⅰ」，「英米文化事情概論Ⅱ」，「英米文化事情概論Ⅲ」及び「英米文化事情概論Ⅳ」
を可能な限り履修すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」又
は「コミュニケーション上級英語」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可
能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教
養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

注4： ・教育職員免許状を取得するためには，「日本国憲法」の2単位を修得する必要がある。

教
養
教
育
科
目

平和科目
大
学
教
育
基
礎
科
目



学 部 履 修 基 準 

 

第 三 類（言語文化教育系） 
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中等教育科学(英語)プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1) 中等学校とその教育に関する基本を理解している。
中等学校及びその教育に関して十分な理解をもち，教育上の課題を分
析し問題解決を図ることができる

中等学校及びその教育に関する基礎的理解に立ち，教育上の課題を指
摘することができる

中等学校及びその教育に関する基礎的理解をもっている

(2) 青年期の学習者たちに関する基礎を理解している。
青年期の学習者たちに関する十分な理解をもち，青年期の教育上の課
題を分析し問題解決を図ることができる

青年期の学習者たちに関する基礎的理解にたち，教育上の課題を指摘
することができる

青年期の学習者たちに関する基礎的理解をもっている

(3)
中等英語教育の理論と方法に関する基本的な知識を身に
つけている。

中等英語教育の理論と方法に関する十分な理解を持ち，それらを批判的
に総合化することができる

中等英語教育の理論と方法に関する基本的な知識をもとに，それらの理
解を総合化することができる

中等英語教育の理論と方法に関する基本的な知識をもっている

(4)
中等英語教育の教育内容に関する基本的な知識を身に
つけている。

中等英語教育の教育内容に関する十分な理解をもとに，それらの理解を
批判的に総合化することができる

中等英語教育の教育内容に関する基本的な知識をもとに，それらの理解
を総合化することができる

中等英語教育の教育内容に関する基本的な知識をもっている

(1)
中等英語教育のカリキュラムを分析したりデザインしたりす
ることができる

中等英語教育のカリキュラムを批判的に分析・検討し、その問題点や課題
を踏まえてデザインすることができる

中等英語教育のカリキュムを分析・検討し、それを踏まえてデザインするこ
とができる

中等英語教育カリキュラムの基礎的な理解ができる

(2)
中等英語教育の教育内容を分析したり研究したりすること
ができる

中等英語教育の教育内容に関して、収集した資料や情報を使って批判
的に分析し、課題を求めて研究を進めることができる

中等英語教育の教育内容を分析し、問題点を見つけて研究を進めること
ができる

中等英語教育の基礎的な教育内容を理解し分析できる

(3)
中等英語教育に関連した調査・研究に関して、批判的に
分析・検討することができる

中等英語教育に関連して、教育課題を資料・情報に基づいて適切に精
査し，批判的に分析・検討することができる

中等英語教育に関連して、教育課題を踏まえて分析・検討することができ
る。

中等英語教育に関連して、調査・研究の基礎的な理解ができる

(4)
中等英語教育における授業を分析，構想・立案することが
できる

中等英語教育における授業を、批判的分析に基づき、適切に構想・立案
し，教室ニーズに合わせて学習指導案として作成することができる

中等英語教育における授業を，適切に分析，構想・立案し，学習指導案
として作成することができる

中等英語教育における授業を学習指導案として作成することが出来る

(5)
中等英語教育において、適切な教材や指導法を用いて円
滑に授業実践ができる

中等英語教育の授業を、目標に応じて適切な教材を選択し、効果的な指
導法によって円滑に実践できる

中等英語教育の授業を、教材や指導法を適切に使って実践できる 中等英語教育の授業を、それなりに実践できる

(6)
中等英語教育において、評価計画に基づいて、生徒の学
習を評価することができる

中等英語教育において、目標と評価理論を踏まえて評価計画を立て、生
徒の学習を適切に評価することができる

中等英語教育において、目標に応じた評価計画に従い、生徒の学習を
評価できる

中等英語教育において、評価計画を立てて生徒の学習の評価ができる

(7)
中等英語教育において、教材を分析したり研究したりする
ことができる

中等英語教育の教材を、批判的に分析したり研究して、課題を見つけ、
新たな教材開発の準備ができる

中等英語教育の教材を、適切に分析し、問題点などの研究を進めること
ができる

中等英語教育の教材の基礎的な分析や研究ができる

(1)
個人あるいは共同で中等英語教育に関わる研究を計画・
実施し，その成果を効果的に伝えることができる(研究力・
プレゼンテーション力)

個人あるいは共同で中等英語教育に関わる発展的研究を適切に計画・
実施し，その成果を充分に整理して、自らの主張とともに効果的に伝える
ことができる

個人あるいは共同で中等英語教育に関わる応用的研究を計画・実施し，
その成果を十分に伝えることができる

個人あるいは共同で中等英語教育に関わる基礎的研究を計画・実施し，
その成果を伝えることができる

(2)
コンピュータなどの情報コミュニケーション技術を活用する
ことができる。（情報技術活用力）

コンピュータなどの情報コミュニケーション技術を十分に活用して，必要に
応じた様々な統計処理や数値表現ができる

コンピュータなどの情報コミュニケーション技術を利用して，適切な統計処
理や数値表現ができる

コンピュータなどの情報コミュニケーション技術を利用して，基礎的な統計
処理や数値表現ができる

(3)

多くの人々と共同で中等英語教育に関わる諸課題に取り
組み，個人あるいはチーム・組織の一員として自らの力を
十分に発揮し，課題の発見および解決に向けて協力する
態度を持つ(社会協調性)

多くの人々と共同で中等英語教育に関わる諸課題に積極的かつ主体的
に取り組み，個人あるいはチーム・組織の一員として自らの力を十分に発
揮し，課題の発見および解決に向けて協力する積極的態度を持つ

多くの人々と共同で中等英語教育に関わる諸課題に積極的に取り組み，
チーム・組織の一員として自らも努力し，課題の発見および解決に向けて
協力する態度を持つ

多くの人々と共同で中等英語教育に関わる諸課題に取り組み，チーム・
組織の一員として参加し，課題の発見および解決に向けて協力する態度
を持つ

4) 高度な英語運用能力を獲得している（英語運用力）
高いリーディング力を基礎に、文化の違いを踏まえて、流暢な対話のやり
取りだけでなく、口頭や文書での発表力などにおいても、十分なコミュニ
ケーションができ、更にその指導もできる

リーディング、ライティング、スピーキング、リスニングの全般にわたって、
必要に応じた十分なコミュニケーションができ、それを指導にいかせる

リーディング、ライティング、スピーキング、リスニングにおいて、適切なコ
ミュニケーションができる

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

別紙２

学習の成果 評価基準

評価項目

知
識
・
理
解

総
合
的
な
力

能
力
・
技
能

本プログラムにおける教養教育は，専門教育への基盤作りの役割を担い，教育学，心理学を含む人文科学，社会科学に関する基本的かつ体系的な知識を習得するとともに，主たる外国語としての英語，および基礎的な第二外国
語能力を向上させ，現代社会における教育ニーズに応えることのできる総合的な資質や能力を養成する。 



評価項目と授業科目との関係
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評価項
目中の
加重値

平和科目 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

大学教育入門 2 必修 1セメ-1T 100 1 100

教養ゼミ 2 必修 1セメ 100 1 100

領域科目 12 選択必須
1～4
セメ

100 1 100

英語 6 選択必修
1～4
セメ

100 1 100

情報科目 2 必修 1セメ 100 1 100

健康スポーツ科目 2 必修
1又は
2セメ

100 1 100

初修外国語 4 選択必修
1～2
セメ

100 1 100

英語教育学概論Ⅰ 2 必修 4セメ-3T 100 1 100

英語教育学概論Ⅱ 2 必修 5セメ-1T 100 1 100

英語学概説Ⅰ 2 必修 4セメ-3T 100 1 100

英語学概説Ⅱ 2 必修 t5セメ-1T 100 1 100

英語文学概説 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

英語コミュニケーション演習Ⅰ 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

コミュニカティブライティングⅠ 2 必修 5セメ-2T 100 1 100

英語教育方法論 2 選択 5セメ-2T 100 1 100

英語教育カリキュラム論 2 選択 5セメ-1T 100 1 100

英語教材構成論 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

英語授業プラニング論 2 選択 4セメ-4T 100 1 100

英語教材研究ワークショップ 2 選択 4セメ-4T 100 1 100

英語コミュニケーション演習Ⅱ 2 選択 2セメ-4T 100 1 100

英語ボキャブラリー演習 2 選択 3セメ-1T 100 1 100

英語発音演習 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

コミュニカティブライティングⅡ 2 選択 6セメ-３T 100 1 100

CALL演習 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

上級コミュニケーション演習 2 選択 7セメ-1T 100 1 100

英語教師のための音声学 2 選択 2セメ-4T 100 1 100

英語史 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

現代英語演習 2 選択 5セメ-2T 100 1 100

英語語用法演習 2 選択 4セメ-4T 100 1 100

英語教育文法 2 選択 6セメ-4T 50 1 50 1 100

イギリス文学史講義A 2 選択 3セメ-1T 100 1 100

イギリス文学史講義B 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

アメリカ文学史講義 2 選択 5セメ-1T 100 1 100

英語教育と英語文学 2 選択 5セメ-１T 100 1 100

IS教科書基礎研究（英語） 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

専門基礎科
目

専門科目

別紙３

科目中
の評価
項目の
総加重
値

知識・理解 能力・技能
(4)

総合的な力
(3)(4) (6)(5) (7) (2)

教養教育科
目

評　価　項　目

開設期科目区分 単位数授業科目名
(1) (2)必修・

選択
区分

(1)(4)(3) (3)(1) (2)
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知識・理解 能力・技能
(4)

総合的な力
(3)(4) (6)(5) (7) (2)

評　価　項　目

開設期科目区分 単位数授業科目名
(1) (2)必修・

選択
区分

(1)(4)(3) (3)(1) (2)

英語教育のための異文化理解 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

英語圏の文化と社会 2 選択 7セメ-2T 100 1 100

英語教育史 2 選択 6セメ-4T 100 1 100

英語教育評価論 2 選択 6セメ-3T 100 1 100

英語教育文法入門 2 選択 5セメ-2T 100 1 100

コミュニケーション能力と英語教育 2 選択 6セメ－4T 100 1 100

現代社会の英語使用 2 選択 7セメ-1T 100 1 100

英語テクスト分析 2 選択 5セメ-2T 100 1 100

英語圏エリアスタディⅠ 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

英語圏エリアスタディⅡ 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

英語教師のためのコンピュータ入門 2 選択 2セメ-3T 100 1 100

コミュニカティブ英文法 2 選択 ３セメ-2T 100 1 100

教育と社会・制度 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

教育課程論 2 選択 5セメ 100 1 100

特別活動指導法 2 選択 4セメ 100 1 100

教育方法・技術論 2 選択 6セメ－4T 100 1 100

生徒・進路指導論 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

教育相談 2 選択 6セメ－4T 100 1 100

英語教育研究法 1 必修 6セメ－3T 50 1 50 1 100

英語教育学研究 1 選択必修 7セメ 100 1 100

英語学研究 1 選択必修 7セメ 100 1 100

英語文化学研究 1 選択必修 7セメ 100 1 100

卒業論文 4 必修 100 1 100

専門選択科目

卒業研究



別紙４
中等教育科学（英語）プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

(2T)平和科目（〇） 特別活動指導法（○）教育課程論（○） (4T)教育方法・技術論（○）

(3T)教育と社会・制度（○）

(3T)生徒・進路指導論（○） (4T)教育相談（○）

(1T)大学教育入門（◎） (3T)英語教育学概論Ⅰ（◎）(1T)英語教育学概論Ⅱ（◎）

(2T)英語文学概説（◎） (2T)IS教科書基礎研究（英語）（〇）(3T)英語学概説Ⅰ（◎）(1T)英語学概説Ⅱ（◎）(3T)英語教師のための異文化理解（○）

(2T)英語教育文法入門（○）

(4T)英語教育史（○）（２T)英語圏の文化と社会（○）

(1T)英語教育カリキュラム論（○）

(4T)英語教師のための音声学（○）(2T)英語圏エリアスタディⅠ（○）(4T)英語教材研究ワークショップ（○） （4T)英語教育文法（○）(1T)現代社会の英語使用（○）

（2T)英語圏エリアスタディⅡ（○）

（2T)コミュニカティブ英文法（〇）

領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）
(3T)英語教育研究法（◎）

(4T)英語授業プラニング論（○）

(2T)英語教育方法論（○）

（3T)英語教育評価論（○）

(3T)英語教材構成論（○）（1T）英語教育と英語文学（○）(4T)コミュニケーション能力と英語教育（○）

（2T）英語テクスト分析（〇）

中等英語教育において、適
切な教材や指導法を用いて
円滑に授業実践ができる

中等英語教育において、評
価計画に基づいて、生徒の
学習を評価することができる

中等英語教育において、教
材を分析したり研究したりす
ることができる

知
識
・
理
解

中等学校とその教育に関す
る基本を理解している。

青年期の学習者たちに関す
る基礎を理解している。

中等英語教育の理論と方法
に関する基本的な知識を身
につけている。

中等英語教育の教育内容に
関する基本的な知識を身に
つけている。

中等英語教育のカリキュラ
ムを分析したりデザインした
りすることができる

能
力
・
技
能

中等英語教育の教育内容を
分析したり研究したりするこ
とができる

中等英語教育に関連した調
査・研究に関して、批判的に
分析・検討することができる

中等英語教育における授業
を分析，構想・立案すること
ができる

学習の成果 １年 ２年 ３年 ４年

評価項目



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

学習の成果 １年 ２年 ３年 ４年

評価項目

(1T)教養ゼミ（◎） 英語教育学研究（◎）卒業論文（◎）
英語学研究（◎）
英語文化学研究（◎）

(1T)情報活用基礎（◎）(3T)英語教師のためのコンピュータ入門（○）

健康スポーツ科目（〇）健康スポーツ科目（〇） (3T)英語教育研究法（◎）

(2T)英語コミュニケーション演
習Ⅰ（◎） (１T)英語ボキャブラリー演習（○）(3T)CALL演習（○）（2T)コミュニカティブラインティングⅠ（◎）（3T)コミュニカティブライティングⅡ（○）(1T)上級コミュニケーション演習（○）

（4T)英語コミュニケーション演習Ⅱ（○）(2T)英語発音演習（○）（4T)英語語用法演習（○）

外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○） 外国語科目（○）
（例）教養科目 専門基礎 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

　※ターム科目の区別は，科目名の前に記載する。
第１ターム：１T 第２ターム：２T 第３ターム：３T 第４ターム：４T

　　　（例）第１ターム開講の科目　　→　　（１T）コミュニケーション1

総
合
的
な
力

個人あるいは共同で中等英
語教育に関わる研究を計
画・実施し，その成果を効果
的に伝えることができる(研
究力・プレゼンテーション力)

コンピュータなどの情報コ
ミュニケーション技術を活用
することができる。（情報技
術活用力）
多くの人々と共同で中等英
語教育に関わる諸課題に取
り組み，個人あるいはチー
ム・組織の一員として自らの
力を十分に発揮し，課題の
発見および解決に向けて協
力する態度を持つ(社会協調
性)

高度な英語運用能力を獲得
している（英語運用力）



別紙５ 

 

  中 等 教 育 科 学 ( 英 語 ) プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト  

 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

小野 章 教授 7063 
教育学研究科

C 棟 618 
aono@ 

築道  和明 教授 7062 
教育学研究科

C 棟 617 
tsuido@ 

深澤 清治 教授 7058 
教育学研究科

C 棟 613 
sfukaza@ 

松浦 伸和 教授 6795 
教育学研究科

A 棟 209 
nobukazu@ 

柳瀬 陽介 教授 6794 
教育学研究科

A 棟 207 
yosuke@ 

樫葉みつ子 准教授 6791 
教育学研究科

A 棟 211 
mkashiba@ 

兼重 昇 准教授 6793 
教育学研究科

A 棟 208 
kanesige@ 

西原 貴之 准教授 7061 
教育学研究科 

C 棟 616 
ntakayk@ 

P. ハウエル 准教授 7059 
教育学研究科

C 棟 614 
howell@ 

K. ソング 講師 7060 
教育学研究科

C 棟 615 
ksong@ 

吉中 孝志 教授 6681 
文 学 研 究 科

A362 
ytakashi@ 

大地 真介 准教授 6885 
文学研究科 

A365 
ohchi@ 

大野 英志 准教授 6678 
文学研究科 

A361 
hideshi-ohno@ 

松本 舞 助教 6676 
文学研究科 

A465 
mmazmoto@ 
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